
The Japan Institute of Energy

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　工nstitute 　of 　Energy

昭和．PL｛ 年 薫阿

　

　

　

　

雑

　
　
　

録

す、

即

ち

ビ

リ

ヂ
ン

、

ピ

ベ

リ

ヂ
ン

等
に

し

て

N
な
一

個

含
む
環

状
化
合
物
の

存
在

を

知

ろ
、

之

が

分

溜
す

ろ

に

最
も

刺

戟
性
大

な

る

溜
分

即
四

糎
の

減
蹊
に

於
け
る
一
六

ニ

ー
一
六

四

の

溜
分

よ
り

鹽

基
性
成

分
彪

ピ

ク

レ

イ

ト

と

し

て

分
離
ぜ

る

に

結

晶
性
と

非

結
晶

性

物

質
と

を

得
、

兩

者

其
の

性

質
を
異
に

す
．

演
者
は

高
級
ヒ

ク

レ

イ

ト

中

其

結
晶

性
の

も

の

・

中

よ

リ
ア

ク

リ

ヂ
ン

．

 

及

β
ナ

フ

ト

キ

ノ

リ

ン

な

單

離
し

得
犬

り　

粗
製

變
燃
器

油
と
糖

製
攣

堅
器

油

と
の

酸

化
の

難
易
に
關

ず
る
［
考

察

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

遞

信
省
電

氣
試
驗

所
　
水

　
島

　
宰

　
吉

　

粗
製

獲
噬

器
油

が
酸
化

に

對
し

變
化
少
き
に

反
し

白

泊
即
精

製
油
は

酸
化
に

對
し

甚

だ

弱

し亀

其
の

原
因
に

就
て

は

演
者

等
は

曩
に

硫

黄
の

存
在

が

生

酸
防

止

劑
と

な

る

も

の

に

し

て

精

製
油
の

酸
化
に

弱
き
は

精

製
の

過
程
に

於

て
一

部
の

分
解
行

は

れ
硫

黄
の

除

去

ぜ

ら

る

え
因
る

と

爲
ぜ

る

が

弩
更
に

遡

り

て

果
し

て

生

酸
防

止

劑
に

因

る

も

の

な

ろ

や

或

は

油
の

構
造

に

因

る

も
の

な

る

や

畆

明
に

ぜ

ん

と

し

粗
製

油
と

精

製
油
と

存

種
々

の

割

合
に

混
合
し

其
の

酸
化
の

割

合
及

鹸
化
價
を

測
定
ぜ

り

　

　

　

　
　

　

　
　

　
A
　
　

　
　

　
　
B
　
　

　
　
　
　
　

C
　
　

　
　
　
　

D
　

　
　

　
　
　
E

粗
油

／
精

漉

　
δ
o
／
o

　

δ
／

吾

　
二

f

／

苙

　

δ
／

き

。

乙

8

　

酸

　
價

　

O
・

二

六

　

〇
・
二

六

　

〇
・

二

六

　

五
・

三

　

六
・
五

　

鹸

化

價

　

二
・

七

　

　…
∵

七

　

　
二

・

七

　

一
六
。

八

｝
二

二

之
を

生

酸
防

止

劑
を

含

む

粗
油
が

精

油
に

依

ツ

次

第
に

稀

釋
ぜ

ら
る
丶

も

の

と

考
ふ

ろ

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　■

時
は

右
の

數

字
の

變
化
は

抛

物
線

的
な
ら
ざ

る

べ

か

ら

ざ

る

に

此
の

表

よ

り

導
け

る

線

圃
は

然

ら

ず

BC

點
附
近

に

於
て

か

な

り

著

し

き

偏

差
あ
り

て

此
の

實
驗

に

て

は

未
だ

麋

酸
化

防

止

劑
説
を
支

持
す

る

に

根
據

充
分

な

ら

ざ

る

な

認
む

疑
・

熱
・

祈

　
棗
帝
國

奮
用

篝
轟

抽

轣

　

從

來

の

石

炭
其
他
の

熱

分
解
は

其
の

最
後

的
朕

態
耳

右

檢
し
血

る

も

の

に

し

て

不

滿

足

な

ろ

點
多
し

、

然
ろ

に

熱
天

秤

か

用
ふ

る

時
ぽ

變
化
の

過
程

畆
知
る

准

得
べ

し
、

之

な

以

て

熱
天

秤
な
利
用

す

る

熱

分

析
は

化
學
分

析
に

粗
竝
ぶ

も

の

に

し

て

兩
々

相

扶

け

て

熱

化
學
の

解
明
に

費
す

ろ

所

大
な

る

ぺ

し．
演
者

は

特
殊

の

黙
天

秤、
後

章

石
英

硝

乎

四

五

二

　
を

使
用
ぜ

ろ

熱
天

秤
の

項

參
照
）

な

考
案
し

之
を
以

て

熱

分
析

尋

骸

炭
に

就
て

試
み

れ

　
り
、

即

ち

骸

炭
の

燃

磽
速
度
を

見

ろ

爲
に
「…
五

〇
メ

ッ

シ

以

下
の

試
料
O
・
三

減
な

熱

　
天

秤

上

に

て

燃

燒
ぜ

し
め

れ

り

試

料
と

し
て

は

製
司

骸

炭
及
KSG

式
牛

成
骸
炭
を

用

　
ひ

行
ひ

前

者

に

於

て

は

着
火
と

同

時
に

揮

發
分
田
つ

る

に

劉
し

後

者
に

於

て

は

九

五

〇

｝

甓
於
て

初
。

て

毅
岔
出
つ

る

牽
認

嚢
り
，

寉
從

來

襞
の

反

應
性
に

對

〜

す

ろ

灰

分
の

影

響
と

し

て

觸
媒

覩
，

不

純
物

説
叉

は

複
雜
な
る

琉

酸
鹽
説

等
あ
り

て

未

　
だ

歸
丁

ろ

所

無
き

を

以

て

演
者

等
は

之

に

説
明

を

興
へ

ん

と

し

て

先
づ

灰
な

除
く

爲
に

　

弗

化
水
素
及

鹽
酸
に

て

處
鐘

ぜ

り、

此

際

灰
の

大

部
分
を

除
去
し

得
れ

る

も

完
全
に

除

き

得
ざ

り

し

は

炭

素
胞
中

に

圍
ま

れ
れ

ろ

灰
の

殘
り

し
に

基
く、

斯
く

て

原
試
料
及

無

　
灰

試
料
に

就

て

其
の

大

略
の

吸

濕
性
を

濕
度
七

七
・
五

％
に

て

測

定
ぜ

る

に

無

灰
炭
に

於
て

吸
濕
性
の

稍

減
小

ぜ

る

な

見
れ

う

の

み
に

し

て

貴
驗

的
に

は

殆
ん

ど

差
な
し、

而

し

て

無
灰

炭
と

原

炭
と

の

反

應
性
な

比

較
試
驗

か

爲
ぜ

う

に

單
に

灰
分
の

除
去
に

依
り

　
て

甚
し
く

反
應
度
な

減

小

ぜ

る

は

要
す

る

に

灰
が

觸
媒

的
性
能
を

有

す

う

も
の

な
る

左

羅
な
り

、

然
れ

共

灰
が

如

何
な
ろ

成

分
及

機
構
を

示

す

や

に

到

り

て

は

未
だ

不

明

な

り

　
　
石

崇
乾

餾
に

及
ば

す
加

熱

率
の

影
響
（

一
）

加

熱
率
と
降
脹

度

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
燃
料
研

究
所

新

村

唯

治

　
　

石

炭
乾
餾
に

當
り

加
熱

速
度
に

暹
速
あ
る

場
合
は

乾

餾
温

度
同
一

な
り

と

雖
も

低
温

　
度
に

於
け

る

石

炭
の

性
質

變
化
に

差

異
あ

り

從

て

乾
餾

結
果
に

相

違
な

來
れ

す

筈
に

し

　
て

演
者
は

此

理

由
に

依
り

加

熱

率
の

石
炭
乾

鰍
に

及
ぼ
寸

影
響
な

知
ら

ん

が

爲
め

張

粘

　
結
炭
及
弱

粘
結
炭
各
三

種
を

選
み
一
分

に

付
一
度
、

五

度

及
 
0
度
の
一．一
種
の

加
謀

傘

　
に

就
き
レ

ッ

シ

ン

グ

乾
餾
裝

置
に

て

試

驗
ぜ

り
魑

そ

の

中

加

熟

蛮・
と

膨

脹
度
と

の

關

係

　
と

し
て

左
の

結

果

を

掲

げ
允

り

　
　

　

　

　
　

膨

　
　
脹

　

度

　

乾
餾
濃
度

九

〇
冖

度

の

場

合

　
　

　

　

　
　

　

　
一

分
に

付
一

度

　

　一

分
に

付
五

度

　

　一

分

に

付
一
〇

度

　
　
　
三

　

池

　
　
二
・
一
四

　
　

　

　
四
・

八
三

　

　
　

　
四
・
九

〇

　
　

高

　

島

　

　
一
・
三

二

　

　

　

　

二
．
七
一
　

　

　

　

四
・
一

九
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新

夕

張

　

一
・
0
…

　

　

　

二
・
QO

　

　

　

二
。
八

四

　

　
姪

ノ

濱

　

　

○・
式

七
（

周

化
）

　

　
Q・
七

〇
（

固

化
）

　
　
〇

ニ
ハ

八
（

固

化
）

　

　
撫

　

　
順

　

　

0
・
八

七
（

大
牛

粉

状
）

O・
七
六
へ

牛
粉
）

　

　
○・
八

〇
（

固

化
）

　

　
大

根

土
　

　

O・
七

二
（

大
孚

粉
状
）

O・
七

二
（

大

串
粉
）

　
○・
七

三
（

牛

粉
）

然

る

に

石

炭
の

膨
脹

は

主

と

し

て

其
熔

融
胱

態

中

に

行

は

る

 

も
の

に

し
て

其
渦

度
範

園
は

炭
種
に

依
聾

異

る

も

多
く

は．
二

五

〇

ー
五

五

〇
度
女

り
、

散
に

膨
脹

度

を

測

定
ぜ

ん

に

は

六

〇

〇

度
迄
の

加

熱
に

て

充

分
な

り

　

　

　

　

　

　

膨

　

脹

　

度

　

乾

餾
盟

度
六

〇

〇

度
の

場
合

三

　
　
池

高

　
　
島

新

夕

張

姪

ノ

濱

撫

　

順

大

根

土

？ 99r ： 干 分
七 七 七 二 四 五 に

三 八 七 〇 二 八 付
（ 　（ （ ．
大 大 固

牛 孕 化
粉 粉

）
） ）

度

一
分
に

付
五

度

四・
九

ヨ

ニ
・
九

九

二
・

二

「

○・
七

四
（

固

化
）

○・
七

八
（

牛

粉
）

○・
八
二

（

大
牛

粉
） 一

分
に

付
一
〇

度

　

四
・
七

七

　

四・
〇
七

　

三
・
四

四

　

〇・
八
｝
（

固

化
）

　

○・
八

七
（

固

化
）

　

0・
七

二
（

大

牛
粉
）

之
に

見

ろ

如

く

六

〇

〇

度
に

於
け

る

結

果

に

て

充
分
な

リ

最
後

に

加
熱

率
に

依
り

膨
脹
度
の

異
る

原

因
に

つ

き
考
察
ぜ

リ

　

石
炭
乾

餾
に

及
ば

ナ
加
熟

率
の

影
響
（

二
）

加

熱
率
と

乾
餾
結
果

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

燃
料
研

究
所

　
新

　
村

　
唯

　
治

前

報
各

加
熱

傘
に

於
け

る

膨

脹
度
測

定
は

レ

ッ

シ

ン

グ

装

概
に

依
れ

る

結
果
に

し

て

レ

ッ

シ

ン

グ

法
は

膨
脹

度
の

み

な

ら

ず

夏

に

レ

ッ

シ

ン

グ

骸
炭．

タ

ー

ル

，

天

斯
液
及

減

斯
の

各

牧
得
率
な

知
り

得
る

と

共
に

瓦

斯
成

分
な
も

分

析
し
得
る

も

の

に

し

て

前
記

各
炭

種
に

就
て

の

結
果
よ

り

得
ら

れ

れ

る

結

論

を

塞

ぐ
れ

ば

左
の

如
し

　
一
、

レ

ッ

シ

ン

グ

骸

炭
收
得

傘
は
一

分

に

付
｝

度、

五

度
及
一

〇
度
の

加

熱

輩
の

差

　

　
に

依
り

て

は

大

差
な

し

　
二

、

タ

ー

ル

牧
得
率
は

著
し

き

影

響
在

受

け
一

度
の

揚
合
少
く
五

度
及
一
〇

度
の

場

雜

録

　

　
合

多

し

　
三
．

瓦

斯
液

及

式

斯
攻
得

率
は

タ

ー

ル

と

反
對
に

【

度
の

場

合

多

量
に

し

て
，

五

度

　

　
】

○

度

と

な
ろ

に

從
ひ

減

少
す

　
四

、

翼

斯

成
分
及

皸
熱
量

は

加
熟

攀
異
う

も

大

差

な

し

　
右

結
果
に

於
て

加

熱

率
低
き

場
合
に

タ

ー

ル

收
得

率
の

低．
き

は

乾
餾
に

當
り

低
濃

度

に

て

粒
面
に

油

分

な

熔
融
し

其

沺

分
は

順
沢

上

昇
し

來

る

淞

度
の

爲
め

に

分
解
し

從
つ

て

加

熟
率
速

く

し
《

油

分
は

粒

面

に

熔
離
す

る

量
少
く

多
量

が
レ

ト

ル

ト

外
に

逃
出

し

去
る

場
合
に

比

し
タ

ー

ル

收
得

攀
小

な
う

も
の

な

ろ

べ

し

と

油

分
熔
融
説

・
φ

り

説
明
し

得　
ク

レ

ゾ
ー
ル

艱
の

熱
分
解

　
　

東

京
帝
國
穴
學
應

用

化
學

科

　
香

坂

要

三

耶

　
噛

摂

者

は

豫
て

石山
灰

占
岬

高
温
タ

ー

ル

生
成
の

機
構
に

就
て

研

究

せ

る

が

茲
に

低
温
タ

ー

ル

の

滋

成
分
の

一

な
ろ

ク

レ

ゾ

ー

ル

に

就
で、
熱

分

解
の

機
構

な

檢
し

郭

り、

装

置、
“

シ

リ

カ

チ
ュ

ー

ブ

に

骸

炭
粒

叉

は

シ

リ

カ

粒

を

入
れ

之

に

七

∩

OI

九

〇

〇

度
に

於
て

ク

レ

ゾ

ー

ル

な

滴
ド

し

其
の

變
化
龜

見
れ

ろ

が

石

炭
酸
と

ク

レ

ゾ

ー

ル

と

の

定
量

は

二

成
分
系
の

融
鞘

測
定

法
に

依

れ

り
、

ク
・

ゾ

ー

ル

は

メ

タ
．

パ

ラ
、

オ

ル

ソ

の

各

に

就

て

行
ヘ

リ
、

メ

タ

ク

レ

ゾ

ー

ル

は

ベ

ン

ゾ

ー

ル

，

ト

ル

ォ

ー

ル

、
石

炭
酸

．

ナ

フ

タ

リ

ン

，

ア

ン

ス

ラ

セ

ン

，

ヂ

フ

ェ
ニ

ル

等
な

生

成
し

七

〇

〇

度

に

於
て

は
一
五

％、
八

〇

〇

度

に

て

七

六

％、

九

〇
〇

度
に

て

は

殆
ん

ど

全

部
變

化
し

石

炭
酸
の

得

量
は

八

〇

〇

度
邊

に

最亠
咼

點
あ

り
、

ナ

フ

タ

リ

ン

、

ア

ン

ス

ラ

セ

ン

．
ト

ル

ォ

ー

ル

の

飜
度，
得
恋†
曲

線

亦
之

に

類
す
れ

共
ヂ

フ

ヱ

「啣
ル

は

混
度
上

昇

に

依
り

壇
し
ペ

ン

ゾ

ー

ル
、

虱

斯
は

温

度

上

昇

に

比
例
て

，

其
の

機
構
な

檢
す
べ

ぐ

未
だ
不

充

分
な

ろ

も

左
の

事
段

略

推
定
し

得
、

即

メ

タ

ク

レ

ゾ

！

ル

の

水

酸
基
は

水

素
と

結

合
し

水
と

な

リ

ト

ル

オ

ー

ル

な

分
離

し
メ

チ

ル

基
は

出

で
て

水
素
と

結
合
し

て

メ

タ

ン

と

な
り

石

炭
酸
存

殘

す
、

然
ろ

に

後
看
の

想

定

に

依
ろ

計
算

量

の

メ

タ

ン

に

對
し

賢
際
の

メ

ζ
最

少

き
は

・

タ

ン

が

水

素
と

炭
素

に

分

解
す

る

に

依
る

可

し
，

叉

メ

タ

ク

・

ゾ

ー

ル

は

水
緊
と

共
に

水

及
．

タ

ン

を

出

し

て

ぺ

y

ゾ

ー

ル

と

な
ロ

或
は

炭
酸
虱

斯
か

禺
し
て
ベ

ン

ゾ

ー

ル

と

な

る

べ

し
、

ナ

フ

タ

リ

ン

，

ア

ン

ス

ラ

セ

ン

は

ー、
ル

オ

ー

ル

、

ベ

ン

ゾ

ー

ル

、

石

炭
酸

よ

り

更
に

分

解
縮

合
ぜ
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